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あったか土佐清水の
珍しい雪景色

大 岐 の 浜
いよいよ観光シーズン!!

第30回足摺
椿まつり開催中

１月17日～２月29日
ヤブツバキ



②

１
月
３
日
、
市
民
文
化
会
館
で
平

成
16
年
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
本
市
の
新
成
人
は
219
人
で
、

う
ち
187
人
が
出
席
し
、
式
典
前
の
会

場
で
は
「
元
気
か
え
」、「
今
ど
こ
に

お
る
が
」
な
ど
と
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
お
互
い
の
近
況
を
確
認
し
た
り
、

記
念
写
真
を
写
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。式

典
で
は
西
村
市
長
が
式
辞
を
述

べ
た
あ
と
、
成
人
式
実
行
委
員
会
委

員
の
問
可
麻
矢
子
さ
ん
（
グ
リ
ー
ン

ハ
イ
ツ
）
と
藤
村
晶
さ
ん
（
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
）
に
新
成
人
を
代
表
し
て

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
こ

た
え
て
新
成
人
か
ら
、
宮
西
佑
季
さ

ん
（
下
川
口
郷
）
と
森
田
誌
乃
さ
ん

（
汐
見
町
）
が
力
強
く
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
本
市
の
恒
例
と
な
っ
た
市

長
と
新
成
人
の
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、

「
本
市
の
人
口
減
」
や
「
年
金
問

題
」
な
ど
の
真
剣
な
討
論
が
続
い
た

後
は
、「
今
晩
一
緒
に
飲
み
に
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
、
市
長
を
誘
う
新
成

人
も
お
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
式
を
終
え
ま
し
た
。

若
い
力
で
社
会
に
は
ば
た
け

新

成

人



③

今
日
こ
の
成
人
式
を
こ
ん
な
に
も

多
く
の
仲
間
達
と
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
今
ま
で
自
分
達
を
支
え
、
見

守
っ
て
く
れ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
一
人
の
大
人

と
自
覚
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

僕
達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
土
佐

清
水
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
と
て
も

き
れ
い
な
町
で
す
。
今
は
不
景
気
で

就
職
す
る
事
が
難
し
く
、
地
元
に
残

る
人
も
少
な
い
け
れ
ど
、
僕
達
新

成
人
が
少
し
で
も
活
気
あ
る
町
に
な

る
様
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
土
佐
清
水
市
の
発
展

を
願
い
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

成
人
代
表　
　

宮
西　

佑
季

本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に
素
晴
ら

し
い
式
典
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ

か
ま
だ
か
と
思
っ
て
い
た
成
人
式
を

無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
、
今
ま
で
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
、
地
域
の

皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
社
会
に
出

て
行
き
ま
す
が
、
ど
ん
な
と
き
も
く

じ
け
ず
、
優
し
い
気
持
ち
と
思
い
や

り
の
心
を
持
ち
、
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
忘
れ
ず
、
明
る
い
社

会
作
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

で
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

成
人
代
表　
　

森
田　

誌
乃

誓
い
の
こ
と
ば

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
13
年
、
本
市
に
と
っ
て
未
曾

有
の
大
試
練
と
な
っ
た
豪
雨
災
害

も
被
災
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご

努
力
や
関
係
機
関
の
ご
支
援
に
よ
り

順
調
に
復
興
が
進
み
、
被
災
地
で

も
米
の
収
穫
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
暮
れ
に
は
宗

呂
橋
、
新
改
橋
等
の
落
成
祝
賀
会
も

盛
大
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
自
然
の
前
に
人
の
力
の
小
さ
さ

を
思
い
知
る
と
共
に
、
人
の
力
も
無

限
だ
と
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
に
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
地
方
自
治
体
最
大
の
課
題

の
ひ
と
つ
で
あ
る
市
町
村
合
併
問
題

で
は
、
本
市
は
単
独
自
立
の
道
を
歩

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
、
国
、

地
方
と
も
財
政
状
況
が
極
め
て
厳

し
く
、
ま
た
国
の
政
策
が
不
透
明
な

上
に
、
地
方
財
政
圧
迫
の
流
れ
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
方

自
治
体
の
歩
む
道
も
厳
し
く
、
早
急

な
行
財
政
改
革
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
４
月
よ
り
市
民
文
化
会
館

と
図
書
館
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
、
市

民
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
学
校
、
保
育
所
、
福
祉
施
設
の

あ
り
方
も
含
め
、
現
在
、
市
民
各
層

か
ら
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
」
な
ど
市
民
の
知
恵
を
集
め
な
が

ら
、
果
敢
に
改
革
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
も
長
引
く
不

況
に
よ
り
就
職
戦
線
も
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
こ

れ
ま
で
の
政
治
、
経
済
の
有
様
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
人
間
に
と
っ
て
の

新
し
い
哲
学
や
秩
序
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
自
然
環
境
を
物
差
し
と
し
た

新
た
な
価
値
観
と
徹
底
し
た
地
方
分

権
、
自
治
の
確
立
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

昨
年
は
、
災
害
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
本
市
の
元
気
な
姿
を
と
、
松
竹
映

画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
14
」
の
本
市
ロ

ケ
誘
致
や
大
相
撲
土
佐
清
水
場
所
の

開
催
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
本
市
に
と
っ
て
市
制
施
行
50
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
１

月
18
日
、
西
城
秀
樹
さ
ん
、
長
山
洋

子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
に
始
ま
り
、
数
々
の
記

念
行
事
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
知
恵
を
集
め
、
心
を
ひ
と
つ
に
、

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
や
人
情
味
溢

れ
、
郷
土
愛
に
育
ま
れ
た
人
材
を
生

か
し
、
全
国
に
土
佐
清
水
市
の
存
在

を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い
も

の
で
す
。

い
つ
の
時
代
で
も
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
た
時
、
そ
の
時
代
を
切
り
開

く
の
は
若
い
皆
様
の
大
胆
で
し
が
ら

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
で
あ
り
、

情
熱
で
あ
り
行
動
力
で
す
。
ど
の

よ
う
な
状
況
に
立
た
さ
れ
て
も
、
決

し
て
夢
を
見
失
わ
ず
、
与
え
ら
れ
た

境
遇
の
中
で
常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

「
ジ
ョ
ン
万
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
で
、
時

に
は
ま
な
じ
り
を
決
し
て
歩
み
を
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
ふ

る
さ
と
で
、
あ
る
い
は
遠
く
離
れ
た

職
場
や
学
校
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

皆
さ
ん
が
、
そ
の
柔
軟
な
思
考
力
と

豊
か
な
感
性
で
誇
り
う
る
郷
土
づ
く

り
の
運
動
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。

成
人
の
日
の
初
心
を
大
切
に
、
大

い
な
る
飛
躍
と
前
途
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

平
成
16
年
１
月
３
日

土
佐
清
水
市
長　

西
村　

伸
一
郎

市長の

式 辞



④

第
30
回
足
摺
椿
ま
つ
り
が
、
土
佐

清
水
市
観
光
協
会
（
平
林
靖
宏
会

長
）
の
主
催
で
、
県
内
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
１
月
17
日
開
幕
。
西
村
市
長

や
幡
多
地
域
の
観
光
関
係
者
ら
約
50

名
が
出
席
し
、
足
摺
テ
ル
メ
館
内
で

観
光
開
き
の
式
典
が
開
催
さ
れ
、
本

市
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
祝
い
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
黒
潮
太
鼓
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
足
摺
テ
ル
メ
駐
車
場
で
は
も

ち
投
げ
も
行
わ
れ
、
約
200
人
が
詰
め

か
け
椿
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
を
い
っ

そ
う
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
観
光
シ
ー
ズ
ン

足
摺
椿
ま
つ
り
開
幕

第30回

50th　Tosashimizu

土佐清水市制50周年記念事業キャッチフレーズ募集
今年は、土佐清水市が誕生してから50周年の記念の年にあた
ります。現在、土佐清水市制50周年記念事業実行委員会を組織
し各種の記念事業を計画中です。今回、皆様から市制施行50周
年にふさわしいキャッチフレーズを下記により募集することとい
たしました。たくさんのご応募をお待ちしております。

椿の苗木プレゼント!!

２月の毎週日曜日
午前10時～先着100名様限り

☆足摺岬観光案内所前・海の駅あしずりで
配布します。

うすばえ桜公園にツリーハウス

「さくらの家」完成
１月１８日、市と「さくらクラブ」が中心となり、市

民のみなさんやボーイスカウトの子どもたち約100人に
よって、間伐材の加工丸太やロープでツリーハウスや遊
具を作りました。４月開園までにはバイオトイレやその
他の施設も完成します。
～すばらしい自然の中へ遊びに来てください～

１．募集内容
市制施行50周年記念事業に使用するキャッチフレーズ。
一人一作品に限ります。作品は実行委員会で検討し、採用
された方にご連絡いたします（広報・ホームページでも発
表します）。
なお、採用された方には賞状と記念品を差し上げます。

２．募集期間
平成16年２月１日から平成16年２月27日まで

３．応募方法
作品と氏名、住所、電話番号を記載して、はがき、手紙、
FAX、e-mailでご応募下さい。

☆ご応募・お問い合わせ☆
土佐清水市制50周年記念事業実行委員会事務局
787－0392　土佐清水市天神町11－２

土佐清水市役所企画広報室内
☎0880（82）1111（内212，317）、Fax　0880（82）2882

e-mail　kikaku＠city.tosashimizu.kochi.jp



⑤

大
阪
高
知
特
急
フ
ェ
リ
ー

普
通
乗
用
車
の
運
賃
無
料
! !

（
あ
し
ず
り
港
〜
高
知
港
間
）

期
間
限
定
割
引
を
実
施
し
ま
す
！

足
摺
椿
ま
つ
り
期
間
中
の
１
月
18
日
〜
２
月
29
日

大
阪
高
知
特
急
フ
ェ
リ
ー
で
は
、

足
摺
椿
ま
つ
り
の
期
間
中
の
１
月
18

日
か
ら
２
月
29
日
の
間
、
あ
し
ず
り

港
〜
高
知
港
間
の
普
通
乗
用
車
の
運

賃
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
あ
し
ず
り
港
か
ら
高
知
港
へ
５

ｍ
未
満
の
乗
用
車
で
向
か
う
場
合

（
一
人
）、
通
常
運
賃
５
，
０
０
０

円
の
所
を
、
期
間
中
は
ド
ラ
イ
バ
ー

の
２
等
運
賃
の
２
，
０
０
０
円
の
み

と
な
り
３
，
０
０
０
円
も
お
得
！
大

阪
〜
あ
し
ず
り
港
間
に
つ
い
て
も
、

う
ち
高
知
〜
あ
し
ず
り
港
間
に
つ
い

て
同
様
の
割
引
を
受
け
る
事
が
出
来

ま
す
。

な
お
、
２
月
は
あ
し
ず
り
港
ま
で

毎
日
運
行
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間
限
定
の
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
、

あ
な
た
も
ゆ
っ
く
り
船
旅
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

2月はあしずり港まで

毎日運行!!

■時刻表
11:50 7:30

6:30

21:20

21:20

6:30

14:00 18:20

☆発券及びお問い合わせ☆
・あしずり港営業所☎０８８０（８３）０１２８
・高知予約センター☎０８８（８３３）３４０１

高知～あしずり港間はドライバーの２等運賃(２,０００円)だけでＯＫ！

足

摺

↓↑
高

知

車輌の長さ 通常運賃 キャンペーン期間中

足

摺

↓↑
大

阪

車輌の長さ 通常運賃 キャンペーン期間中

4ｍ未満 4,000円 2,000円 4ｍ未満 16,000 14,000円

5ｍ未満 5,000円 2,000円 5ｍ未満 20,000 17,000円

6ｍ未満 5,000円 2,000円 6ｍ未満 23,000 20,000円

＊運転手1名の運賃を含む ＊運転手1名の運賃を含む

加藤剛さんが
来清します

土佐清水市制施行50周年を記念して、テレ
ビ番組の大岡越前役などでおなじみの加藤剛
さんが、４月10日(土)・11日(日)の２日間、
土佐清水市を訪れます。現在、これにあわ
せ加藤剛さん主演（伊能忠敬役）映画「伊能
忠敬　－子午線の夢－」の上映、記念対談や
「加藤剛さんとのウォーキング大会」などを
計画しております。
映画チケットの販売やウォーキング大会参

加など、詳しい内容は広報３月号でお知らせ
します。

～お楽しみに～

ASHIZURI KOCHI

大阪
OSAKA
南港

あし
ずり港 高知港



⑥

平
成
16
年消

防
出
初
式

新
春
の
恒
例
と
し
て
隔
年
で
行
わ

れ
る
「
消
防
出
初
式
」
が
１
月
４

日
、
清
水
小
学
校
校
庭
で
市
内
消
防

団
員
ら
関
係
者
約
400
名
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
西
村
市
長
が
、
日
頃
の
消
防

団
活
動
に
対
し
お
礼
を
述
べ
、
続
い

て
功
績
の
あ
っ
た
団
員
へ
の
表
彰
・

内
助
の
功
へ
の
感
謝
状
の
授
与
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
終
了
後
に
は
消
防
車
輌

が
産
業
道
路
を
パ
レ
ー
ド
し
、
多
く

の
市
民
か
ら
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

※
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

●
市
長
表
彰
（
感
謝
状
）

小
林　

敏
明（
副

団

長
）

●
市
長
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

黒
石　

一
行（
下
川
口
分
団
長
）

田
村　
　

清（
下
ノ
加
江
分
団
副
分
団
長
）

池
田　
　

護（
立

石

部

部

長
）

岡
野　
　

正（
布

部

部

長
）

浜
田　

勝
廣（
小

方

部

部

長
）

福
山
富
久
伸（
足
摺
岬
部
部
長
）

真
島　
　

敏（
大

浜

部

部

長
）

山
岡　

末
廣（
中
ノ
浜
部
部
長
）

榎　

實
規
雄（
松

崎

部

部

長
）

門
田　

盛
稲（
貝
ノ
川
郷
部
部
長
）

岡
崎　

敏
幸（
津

呂

部

班

長
）

上
岡　
　

忠（
第

一

部

班

長
）

上
田　

幸
造（
第

二

部

班

長
）

宮
添　
　

満（
竜

串

部

班

長
）

池
田　

嘉
夫（
立

石

部

団

員
）

武
政
友
四
郎（
窪

津

部

団

員
）

梅
本　

孝
三（
第

一

部

団

員
）

安
田
久
米
夫（
第

一

部

団

員
）

吉
岡　

且
年（
三
崎
浦
部
団
員
）

畝
崎　

和
志（
竜

串

部

団

員
）

宮
添　

武
司（
竜

串

部

団

員
）

吉
良　

公
夫（
益

野

部

団

員
）

依
岡　
　

修（
下
川
口
部
団
員
）

津
田　

潔
陽（
貝
ノ
川
浦
部
団
員
）

中
山　

耕
一（
宗
呂
上
部
団
員
）

武
藤　

都
蜂（
宗
呂
上
部
団
員
）

●
団
長
表
彰
（
功
績
章
）

武
藤　
　

寿（
宗
呂
上
部
部
長
）

弘
田　

浩
三（
養

老

部

班

長
）

野
村　

晃
彦（
下
ノ
段
部
班
長
）

西
村　

文
彰（
上

野

部

班

長
）

金
枝　

廣
八（
貝
ノ
川
郷
部
班
長
）

浦
吉　

良
夫（
布

部

団

員
）

嶋　
　

元
生（
布

部

団

員
）

岡
田　

好
郁（
大

岐

部

団

員
）

井
上　
　

剛（
窪

津

部

団

員
）

谷
岡　

俊
則（
津

呂

部

団

員
）

武
政　

多
賀（
足
摺
岬
部
団
員
）

大
崎　

由
幸（
大

浜

部

団

員
）

倉
松　

克
臣（
大

浜

部

団

員
）

角
田　

稔
行（
第

二

部

団

員
）

谷
岡　

修
一（
加
久
見
部
団
員
）

坂
本　

欣
也（
松
崎
部

 

団
員
）

浅
尾　

公
厚（
三
崎
浦
部
団
員
）

勝
間　

康
人（
三
崎
浦
部
団
員
）

山
本　
　

盟（
三
崎
浦
部
団
員
）

野
村　
　

寛（
益

野

部

団

員
）

田
邊　

倉
満（
貝
ノ
川
郷
部
団
員
）

出
口　

征
男（
貝
ノ
川
浦
部
団
員
）

●
市
長
感
謝
状
（
内
助
の
功
）

・（　

）内
は
分
団
名
・
夫
名

岡
野　

幸
枝（
下
ノ
加
江
分
団
・
正
）

浜
田　

豊
子（
下
ノ
加
江
分
団
・
勝
廣
）

福
山　

直
美（
清
水
第
一
分
団
・
富
久
伸
）

真
島　

弘
子（
清
水
第
一
分
団
・
敏
）

梅
本　

小
夜（
中
央
分
団
・
孝
三
）

榎　

千
鶴
子（
中
央
分
団
・
實
規
雄
）

宮
添
美
枝
子（
三
崎
分
団
・
武
司
）

宮
添　

菊
美（
三
崎
分
団
・
満
）

樋
口　

美
也（
下
川
口
分
団
・
拓
）

岡
田　

洋
子（
下
川
口
分
団
・
能
直
）



⑦

新
春
の
恒
例
、
第
37
回
足
摺
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
１
月
11
日
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
149
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
を
力
走
し
ま

し
た
。

主
な
大
会
成
績
（
第
１
位
及
び
市

内
６
位
ま
で
の
選
手
と
記
録
）
は
次

の
通
り
で
す
。

■男子小学５・６年生の部（３㎞）
①西村　海里（北ノ川小）10分18秒
■女子小学５・６年生の部（３㎞）
①山岡　　憂（宿毛ＪＡＣ）11分32秒
■男子中学１年生の部（３㎞）
①松本　　稜（宿毛中） 9分18秒（大会新）
④西尾　公志（下ノ加江中）10分17秒
⑥松本　海生（清水中）10分50秒
■男子中学２・３年生の部（５㎞）
①山口　涼太（北条北中）16分27秒
④楠目　　玄（下ノ加江中）18分12秒
⑤高尾　健二（貝ノ川中）18分58秒
⑥久寿　明成（清水中）19分29秒
■女子中学生の部（３㎞）
①村井　理紗（大方中）10分12秒（大会新）
③下田ひかる（清水中）11分09秒
■男子高校・一般の部（１０㎞）
①田辺　有彦（大方町）32分58秒
■女子高校・一般の部（５㎞）
①瀬尾　幸代（土佐清水市）24分04秒
■男子壮年の部（５㎞）
①伊勢脇清男（四万十ﾗﾝﾅｰｽﾞ）17分44秒
■女子壮年の部（５㎞）
①太田　芳子（須崎市）19分43秒

土佐清水市体育指導委員会が
全国優良団体表彰受賞

～全国体育指導員研究協議会～
昨年11月27日、岡山県で開催された第44回全国体育指導員研
究協議会で、土佐清水市体育指導委員会がこれまでのスポーツ
教室をはじめレクリェーションなど遊びの中からスポーツへの
参加意欲を高める活動が評価され、全国優良団体表彰を受けま
した。
また、本年度は同委員会の中から原大さん（三崎浦）が県
体育指導委員功労賞を、西岡京子さん（幸町)、岡本良江さん
（汐見町)、明神由佳利さん（市場町）の三名が幡多地区体育
功労賞を受賞しました。おめでとうございます。

第37回

足
摺
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大 会 成 績



⑧

本
市
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

西
南
サ
バ
ー
ズ
が
初
優
勝
!!

〜
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
社
会
人
リ
ー
グ
公
式
戦
〜

幡
多
地
区
唯
一
で
本
市
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
、
ラ

グ
ビ
ー
チ
ー
ム
西
南
サ
バ
ー
ズ
が
県

ラ
グ
ビ
ー
協
会
が
主
催
す
る
社
会
人

リ
ー
グ
公
式
戦
に
お
い
て
、
リ
ー
グ

戦
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
含
め
３

戦
全
勝
で
初
優
勝
を
お
さ
め
、
所
属

す
る
Ｂ
リ
ー
グ
で
県
内
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
で
創
部
４
年
目
と
な

る
西
南
サ
バ
ー
ズ
の
中
島
邦
彦
主
将

か
ら
「
年
齢
・
経
験
を
問
わ
ず
新
た

な
ラ
ガ
ー
メ
ン
を
募
集
し
て
い
ま

す
、
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
浦
尻
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
か
ら
９
時
の
間
、

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
い
で

下
さ
い
」
と
の
こ
と
。

１
月
10
日
、
春
野
町
の
春
野
総
合

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ

た
高
知
県
テ
ニ
ス
連
盟
主
催
の
全
国

選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
県
予
選

12
才
以
下
の
部
で
、
本
市
か
ら
出
場

し
た
西
田
優
飛
君
（
清
水
小
３
年
・

大
岐
）
が
大
健
闘
、
見
事
３
位
に
入

賞
を
果
た
し
、
３
月
27
日
・
28
日
徳

島
県
で
行
わ
れ
る
同
四
国
大
会
に
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

目
指
せ
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
!?

西
田
優
飛
く
ん
が
大
健
闘

〜
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
第
３
位
〜

ご
存
じ
で
す
か
？

ま
ん
ぼ
う
パ
ト
ロ
ー
ル

土
佐
清
水

ま
ん
ぼ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
土
佐
清
水

（
中
田
肇
美
会
長
・
78
名
）
は
、
安

全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
目
指
し

て
自
主
防
犯
に
市
民
主
体
で
取
り
組

も
う
と
、
昨
年
６
月
に
組
織
さ
れ
た

市
民
団
体
で
す
。
現
在
は
、
月
に
一

回
程
度
市
内
巡
回
す
る
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

12
月
に
は
新
た
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
た
会
員
が
、
あ
な
た
の
ま
ち

を
巡
回
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

各
地
区
の
班
長
（
敬
称
略
）

市
街
地
一
区
・
松
本　

隆

市
街
地
二
区
・
島　

貢

中
田　

肇
美

市
街
地
三
区
・
武
政　

光
男

足
摺
岬
地
区
・
畦
地　

長
寿

下
ノ
加
江
地
区
・
中
山　

正
次

以
布
利
地
区
・
山
崎　

正

三

崎

地

区
・
岡
崎　

昌
良

下
川
口
地
区
・
酒
井　

湶

12月24日、埼玉県所沢市
在住・山下寛さんより広報業
務のために役立ててください
と、５万円ご寄付いただきま
した。

ご芳志ありがとうございました

大切に使わせていただきます。ありがとうご
ざいました。



⑨

①

②

③

④

市制50周年記念写真展で使用する
土佐清水市のあゆみを写した写真をお貸し下さい

①昭和３６年天神町旧県交通前（現パル前）
（所有：上田重行さん：三崎浦）

市役所企画広報室では、本年市制施行50周年を記念し
て写真展開催や広報で土佐清水市のあゆみを特集として掲
載する予定です。現在、引き続きこの写真展や特集に使用
する写真を市民の皆さまから広く募集しています。ご協力
いただける方は、写真の撮影場所及び撮影年月日（解る範
囲）に当時の様子などのコメントを添え、市役所企画広報
室広聴広報係まで郵送またはご持参下さい。お借りした写
真は、おおむね１ヵ月以内に返却させていただき、その後
は写真展や広報等に複製を使用させていただくことになり
ます。

～ご協力をお願いします～
お問い合わせ

市役所企画広報室広聴広報係　☎（８２）１１１１

～お詫びと訂正～

広報１月号に掲載した旧海
上保安署（右写真）の写真に
ついて、昭和20年代と掲載し
ましたが、市民の方から「昭
和31年までこの建物は営林署
であった」とのご指摘を受け
ました。この建物に土佐清水海上保安署の札がかかって
いる事からこの写真は昭和31年以降に撮影されたものであ
り、ここにおわびして訂正いたします。
今後も、掲載した写真について当時の詳しい状況をご存

じの方は、お手紙やはがきにて市役所企画広報室広聴広報
係までお教え下さい。よろしくお願いします。

～ありがとうございます～

②昭和１５年の山伏峠
（所有：岡田福男さん：斧 積）

③昭和３２年の越の浜（現汐見町付近）
（所有：岡田福男さん：斧 積）

④昭和２０年代下川口浦の風景
（所有：竹葉正直さん：加久見）

土佐清水市制施行50周年記念



⑩

「
広
報
と
さ
し
み
ず
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

有
料
広
告
掲
載
を
開
始
し
ま
す
! !

「
広
報
と
さ
し
み
ず
」
で
は
、
本

市
の
商
工
業
者
等
の
育
成
・
振
興
、

市
の
活
性
化
と
自
主
財
源
の
確
保
に

加
え
市
民
の
み
な
さ
ん
に
新
た
な
生

活
情
報
の
提
供
を
目
的
に
、
平
成
16

年
４
月
号
か
ら
有
料
広
告
の
掲
載
を

開
始
し
ま
す
。

現
在
、
広
告
掲
載
希
望
者
を
次
の

内
容
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

広
告
の
掲
載
が
可
能
な
紙
面
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
役
所
企
画
広
報
室
広
聴
広
報

係
☎（
82
）１
１
１
１
内
線
212
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

〜
平
成
16
年
４
月
か
ら
〜

◎申込しめ切り：４月号は３月５日(金)です。

◎掲載場所と寸法：表紙及び裏面を除くページのうち

市が指定するページとし、内容は

以下の通りとします。

１号広告：５段組の最下段

２号広告：５段組の４段と最下段の１／２

３号広告：５段組の４段または最下段の１／２

広告の内容は、法令等に違反がなく公益上特に支障

がないものとし、次のような内容の広告はその掲載

をお断りいたします。

(1) 政治活動、宗教活動、風俗営業又はその他反

社会的団体に関連があると思われるもの

(2) 公共の秩序又は善良の風俗に反するもの

(3) 社会問題、意見広告、個人宣伝、売名行為及

びこれに類する内容に関係するもの

(4) その他市長が適当でないと認めたもの

広報とさしみず掲載料金表

広告名

掲 載 料

１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月

１ 号 広 告 20,000 50,000 80,000

２ 号 広 告 20,000 50,000 80,000

３ 号 広 告 10,000 25,000 40,000

（例：１号広告の場合）

清水さば商店
土佐清水市○○町
☎（８２）○○○○

※刷り色は黒色とします。

土佐の清水さばをたべておせ！
こぢゃんとうまいぜよ!!



⑪

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
の
質
問

で
、『
あ
な
た
の
身
の
回
り
で
は
、

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
だ
と

感
じ
ま
す
か
、
暮
ら
し
に
く
い
と
感

じ
ま
す
か
』
の
年
齢
別
の
回
答
を
見

て
み
る
と
、「
暮
ら
し
や
す
い
」、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
暮
ら
し
や
す
い
」

と
答
え
た
年
代
は
70
代
以
上
が
最
も

多
く
約
40
％
、
最
も
少
な
い
の
は
30

代
で
27
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

「
暮
ら
し
に
く
い
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
暮
ら
し
に
く
い
」
で
は
、
30

代
が
約
32
％
で
最
も
多
く
、
最
も
少

な
い
の
は
、
70
代
以
上
の
約
21
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
高
齢
者

が
よ
り
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
う
え

で
、
支
障
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
も

の
は
な
ん
で
す
か
』
の
回
答
で
高
い

順
番
で
あ
げ
る
と
、「
経
済
的
な
自

立
が
困
難
で
あ
る
（
年
金
な
ど
の
所

得
保
障
が
少
な
い
）」
約
52
％
、「
勤

労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
雇
用
の
場

が
少
な
い
」
約
37
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

日
、
医
療
技
術
の
進
歩
や
社
会

基
盤
の
充
実
な
ど
に
よ
っ
て
平
均

寿
命
が
大
幅
に
伸
び
る
と
と
も
に

少
子
化
な
ど
に
よ
っ
て
我
が
国
の

高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、
２
０
１
５

年
（
平
成
27
年
）
に
は
４
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
社
会

が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
２
０
０
３

年
11
月
末
現
在
で
の
65
歳
以
上
の
割

合
が
す
で
に
約
32
％
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
に

は
33
％
に
達
し
、
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
超
高
齢
社

会
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
核
家

族
化
が
進
ん
だ
今
日
、
家
族
の
介
護

力
の
低
下
や
高
齢
者
等
に
対
す
る
い

じ
め
、
暴
力
、
遺
棄
、
財
産
奪
取
な

ど
の
人
権
侵
害
な
ど
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
地
域
や
家
庭
に
お
い

て
、豊
か
な
経
験
や
知
識
を
活
か
し
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
等
に
対
す

る
経
済
的
、
精
神
的
、
身
体
的
支
援

と
と
も
に
、
就
労
機
会
の
確
保
や
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
養
文
化
活
動
な
ど

の
生
き
が
い
対
策
や
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
出
て
き
ま
す
。

要
介
護
人
口
の
増
加
と
介
護
者

の
負
担
増
加
も
そ
の
う
ち
の
ひ
と

つ
で
す
。
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護

す
る
人
の
多
く
は
、
家
族
や
親
族

で
、
そ
の
介
護
者
の
５
割
が
高
齢

者
で
あ
り
、
９
割
が
女
性
で
す
。

介
護
は
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

な
ど
に
よ
り
、
女
性
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
介
護

が
長
期
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
介

護
者
自
身
の
負
担
が
増
え
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
者
自
身
も
高
齢
者
に
な
り
、

70
歳
代
の
娘
が
90
歳
代
の
親
を
介

護
す
る
と
い
っ
た
「
老
老
介
護
」

の
状
況
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
虐
待
や
介
護
放
棄

な
ど
を
な
く
す
た
め
に
は
、「
介

護
は
女
性
が
」
と
い
う
考
え
方
に

対
し
て
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
を
解
消
し
、
男
女
が
共

に
介
護
の
責
任
を
担
っ
て
い
く
と

い
う
意
識
を
持
つ
、
そ
う
い
っ
た

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

高
齢
者
の
人
権
と

女
性
の
人
権
と
の
関
わ
り

■年齢別にみた高齢者が暮らしやすい環境かについての回答

20代

30代

40代

50代

60代

70代
以上

9.6 18.3 35.2 21.3 10.0 5.7

9.2 17.8 34.2 18.5 13.2 7.1

11.7 23.0 31.2 17.8 9.4 6.8

13.1 22.6 28.4 18.2 10.4 7.5

14.7 22.6 27.7 17.2 8.9 8.9

16.0 24.3 23.3 13.7 7.6 15.1

0 20 40 60 80 100(％)

■暮らしやすい　■どちらかといえば暮らしやすい　■どちらともいえない
■どちらかといえば暮らしにくい　■暮らしにくい　■無回答

■高齢者がより幸せに暮らしていくうえで、
支障になっていると思うものはなんですか

51.9％

36.9％

31.8％

26.9％

18.5％

16.2％

12.8％

11.9％

11.3％

10.6％

4.3％

4.1％

経済的な自立が困難である
（年金などの所得保障が少ない）

勤労意欲のある高齢者に
雇用の場が少ない

核家族化が進み、家族の
きずながうすれている

医療施設（病院など)、福祉施設
(老人ホームなど)が不十分である

高齢者を大切にするという
心が育っていない

隣近所や地域の連携が
うすれている

道路や公共施設の段差、階段など
が支障となり利用が困難である

ボランティア活動など高齢者が
能力を発揮できる機会が少ない

高齢者の生活全般に対する
相談体制が不十分である

世代間の交流や高齢者を理解
するような施策が少ない

スポーツや文化など余暇活動の
機会が少ない

支障があるとは思わない

～シリーズ～
平成１４年度

『人権尊重のまちづくり』

⑤  高 齢者の人権問題
市民意識調査結果
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無料講習会・受講者募集!!
土佐清水市シルバー人材センター☎(82)5757

募集

特定非営利活動法人 ＮＰＯとさしみずでは、下記の
通り平成16年度採用の職員を募集しています。

職 員 募 集 !!
特定非営利活動法人 ＮＰＯとさしみず事務局☎(82)2771 土佐清水市では、次の通り夜警員を募集します。

・業務内容：本市施設の夜間警備
（業務時間は施設により異なります）

・募集人員：５名（夜警員は全体で８名体制です）
・勤務場所：市役所・太陽の家・しおさい・中央公民館・市民体

育館
・契約期間：平成16年４月１日から平成17年３月31日まで
・受付期間：２月２日(月)から２月16日(月)まで
・申込資格：市内在住の67才までの方
※お申し込みは、履歴書を市役所総務課人事係まで提出して下さい｡

☆お問い合わせ☆
市役所総務課人事係☎（８２）１１１１内線２１３

夜警員を募集します!!

土佐清水市奨学生募集
土佐清水市教育委員会学校教育課☎(82)1116

市役所総務課人事係☎(82)1111内線213

平成16年度

○本市に住所を有する家庭の学生で、高等学校以上の学校に入
学又は在学し、学資の支弁が困難な者
※申請者が多い場合には、選考により貸与できない場合があり
ます。

【貸 与 資 格】

○高等学校又はこれと同程度の学校に在学する者
・・・・・・月額１３，０００円以内

○短大・専修学校又はこれと同程度の学校に在学する者
・・・・・・月額３０，０００円以内

○大学又はこれと同程度の学校に在学する者
・・・・・・月額４０，０００円以内

○３月１日（月）～３月３１日（水）

○選考委員会を４月中に開催し、５月初め頃通知します。

○土佐清水市教育委員会学校教育課☎（８２）１１１６

【貸与する額（無利子）】

【受 付 期 間】

○各申請書を市教育委員会学校教育
課まで提出して下さい。
※各申請書は市教育委員会学校教
育課にあります(２月中旬から配
布)。
新規：奨学資金貸与申請書
継続：継続確認書
注：申請後に新年度の在学証明書を

４月20日までに提出してください。

【申 込 方 法】

【貸 与 の 決 定】

○申し込みは修業途中（２年生、３年生）からでもできます。
ただし、年度当初に限ります。
○奨学資金選考委員会で決定後、下記の書類を提出していただ
きます。

①借受申込書兼支払確約書（新規者のみ）
※保護者１人を含む保証人２人
②銀行口座振込依頼書（新規者のみ）

○申請時に、所得・課税状況等の確認を学校教育課長が行うこ
とについての同意をいただきます。

【そ の 他】

【申請・お問い合わせ】

特定非営利活動法人 ＮＰＯとさしみず

採用職種 採用人員 受 験 資 格 等

図書館及び
文化会館の
職 員

若干名

①年齢18歳から35歳位までの男女（平成16年
４月１日現在)
※司書資格所持者（男性または女性）及び運
転免許（普通免許以上）を持った男性
②夜間勤務あり
③採用後土佐清水市に居住できる人

採用予定年月日 平成16年４月１日(６ヵ月間は試用期間とする)

給 与 特定非営利活動法人 ＮＰＯとさしみず給与
規定による

受験に必要な書類

①申込書（受験願書・履歴書）用紙は文化会
館事務所に２月10日から用意②写真３枚
（上半身、脱帽正面向き、最近６ケ月以内
に撮影したもの、縦４㎝、横３㎝）

受 付 期 間

２月10日(火)から２月27日(金)まで。受付時
間は、午前９時から午後５時まで。
(正午から午後１時まで及び土日祝日は除きます)
※郵送による申込みは、２月27日(金)の消印
まで有効

第 1 次 試 験
日 時　３月５日(金）午前10時
場 所　社会福祉センター３階ホール
試験内容　小論文

第１次試験合格発表 3月10日(水)合格者に文書で通知

第 ２ 次 試 験 第１次試験合格者に対し、後日面接試験を行
います。

お 問 い 合 わ せ

〒787-0323 土佐清水市寿町１１－１
市民文化会館内
特定非営利活動法人 ＮＰＯとさしみず事務局
☎(82)2771

○講座名：草花・ハーブ植栽管理、花のつくり方
○日 時：２月６日(金)午前10時～正午

２月９日(月) 〃
○場 所：土佐清水商工観光センター２Ｆ

○日 時：２月10日(火)午前1０時～正午
※雨天の場合は２月13日(金)に延期
○場 所：土佐清水シルバー人材センター(西町公園)
○講 師：幡多農業高等学校　　秋田　奈美(ハーブ)

〃 　　西村　幸夫(草 花)
※なお、講習後の花苗ポットをプレゼントします｡

園芸実技講座

園芸基礎講座

○定 員：30名(先着順)
○要 項：年齢55歳～65歳までの方

各講座、全日程(基礎・実技)受講できる方

募集要項

その他詳細につきましては、下記までお願いします。
☆お申し込み・お問い合わせ☆

(社)土佐清水市シルバー人材センター☎（８２）５７５７
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ご案内

公民館には、絵画、陶芸、盆栽、パッチワー
ク、俳句など、たくさんの学級・サークルがあ
ります。サークルのみなさんは、１年を通じて
独自性、自主性を尊重しながらお互いの親睦を
図り、文化をより豊かに発展させるために活動
しています。その学習の成果を今年も下記の日
程で発表・展示いたします。
みなさんお誘い合わせのうえご来館下さい。

期 間：2月１３日(金)～１５日(日)
時 間：午前9:00～午後5:00

（最終日は午後3:00まで）
場 所：中央公民館３階大ホール

～ 入 場 無 料 ～

公民館サークル文化展
中央公民館☎(82)0472

市役所の臨時職員登録
市役所総務課人事係☎(82)1111内線213

市では次のとおり臨時職員の登録を受付します。

青年国際交流事業に
参加してみませんか？

平成16年度に内閣府が実施する国際交流事業（｢国際青年育成
交流｣｢日中、日韓青年親善交流｣｢世界青年の船｣｢東南アジア青年
の船｣）の参加青年の高知県募集を次のとおり行っています。
○募集期間：３月１日（月）～３月３１日（水）
○高知県選考日：４月８日（木）
※その他詳細につきましては、下記までお願いします。

☆お問い合わせ☆
内閣府青年国際交流担当 ☎０３（３５８１）１１８１
高 知 県 国 際 交 流 課 ☎０８８（８２３）９６０５

高知県国際交流課☎088(823)9605

県下一斉「法務局くらしの相談所」開設

このたび、高知地方法務局では、県民の皆様に法務局の業務
内容を知っていただくとともに、多くの方々に法務局に親しみを
持って利用していただくため、下記
のとおり、県下６か所において無料
相談所を開設いたします。相続や会
社の登記、地代、家賃、隣近所やお
子様のことなどで、困りごとがござ
いましたら、お気軽に、ご相談にお
越し下さい。
○日 時：２月８日(日)午前９時～午後４時
○相談内容：登記・供託・戸籍・国籍・人権に関する相談全般

～開設場所～
土佐清水市幸町４－13　　土佐清水市中央公民館

ほか県下５か所

高知地方法務局中村支局☎0880(34)1600

足摺海洋館２月イベント

●日 程：２月２２日（日）
●時 間：午後１時３０分～午後３時頃
●内 容：タカラガイの貝殻に好きな絵や文字を書いてインスタ

ントカメオを作り、そのカメオをストラップにします。
●募集対象：１２名（一般の方）
●参 加 料：無料

☆お申し込み・お問い合わせ☆
県立足摺海洋館　☎（８５）０６３５

県立足摺海洋館☎(85)0635

インスタントカメオでストラップ作り

職種 一般事務員 介 護 員 保 育 士 調 理 師

勤務
内容

事務職員の補
助

しおさい・太
陽の家の入所
者介護

園児の保育 保育所・しお
さいの調理

資

格

等

介護福祉士
又は２級ヘル
パー資格取得
者で夜間勤務
(月数回)可能
な方

保育士資格 調理師資格
(しおさいは
早出勤務(月
数回)可能な
方)

賃金 6,600円／日 7,100円／日 7,100円／日 7,100円／日

雇用
期間 ６カ月以内(６カ月延長の場合があります)

受付
期間 2月9日(月)から

申込
方法

履歴書又は登録申込書(市役所・3支所にあります)を総務
課人事係☎(82)1111内線213まで提出してください。

「アジア文化交流会」から
ＮＧＯ／ＮＰＯ法人「アジア文化交流会」☎(82)2250

～日中友好の集い～

ＮＧＯ／ＮＰＯ法人

ＮＧＯ／ＮＰＯ法人「アジア文化交流会」
では、中国からの留学生を招待して､“日中
友好の集い”を開催しています。
簡単な中国語コーナーや中国茶のコーナー
などがあります。
たくさんの参加をお待ちしています。
日 時：２月２９日（日）午後２時から３時２０分まで
場 所：市内松尾・足摺リゾート
参加料：無料

～桜の植樹にご参加下さい～
また、「アジア文化交流会」では、市内松尾唐人駄場に太平洋
が一望できる公園を日中友好の場として整備しており、２月２９
日（日）日中友好の集い終了後（午後３時２０頃～）、中国人の留
学生とともに桜の植樹を予定しています。
みなさまのご参加をお待ちしています。

（終了は午後４時３０分頃）
お問い合わせは、アジア文化交流会☎（８２）２２５０まで

『春に向けての土作り』講習会
市役所観光商工課☎(82)1111

の

えぶりでいキッチンでは、講師に幡多農業改良普及センター・
島村土佐清水支所長をお迎えして、春に向けた土作りについての
話を中心とした講習会を開催します。家庭菜園をされている方、
これから野菜作りを始めたいと思っている方等、どなたでもご参
加いただける講習会です。お気軽にご参加ください。

日 時　　２月５日(木)　午後１時半から
場 所　　中央町　えぶりでいキッチン２階
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税務コーナー
平成15年分

確定申告・納税相談ご案内
中 村 税 務 署 ☎0880(35)2135

【確定申告の期間】
確定申告の時期がまいりました。 各税の確定申告及び納税の期間は、次のとおりです。
○所得税････････２月16日（月）～３月15日（月）（土・日は除く）

※但し還付申告は１月から受け付けています。
○消費税＊（注）････１月１日（木）～３月31日（水） ＊（注）････個人事業者の消費税及び地方消費税
○贈与税････････２月２日（月）～３月15日（月）

確定申告書は自分で書いて
早めに郵送で提出を

○確定申告（特に還付申告）は意外と簡単です。『確定申告の手引

き』を参考に自分で作成してみましょう。提出も郵送でＯＫで

す。わざわざ税務署まで出向く必要がなくなります。

○ご自分で確定申告書等を作成される方のために、税務署に「申告

書作成コーナー」を設置し、記載方法のアドバイスを行っていま

す。

また、タッチパネル式で簡単に確定申告書が作成できるコン

ピューターシステムを設置しています。

○期限を過ぎると本税のほかに加算税や延滞税がかかる場合があり

ますので、早めに申告と納税を済ませましょう。

○申告書の用紙・手引きは税務署のほか市役所税務課・各支所に用

意しています。

振替納税制度をご利用下さい
所得税・消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替納税制度を

ご利用下さい。振替期日に金融機関の預貯金口座から振替によって

納税することができますから、手間がかからず便利で安全かつ確実

に納税することができます。

税金電話相談（タックスアンサー）
聞きたいことがあるけれど忙しくて相談にいけない、税務署に電

話するのはちょっと、という方はぜひご利用下さい。

○電話による税金相談に、コンピューターが年中無休で24時間音

声又はファクシミリでお答えします。

電 話  ０８８（８２５）２２９９

○インターネット・携帯電話でもご利用できます。

アクセス番号 　http://www.taxanser.nta.go.jp

にせ税理士にご用心
「税金の相談は○○へ」などの宣伝を、うのみにしたばかりに迷

惑を被ったということをよく聞きます。

税務相談は、税理士でなければできないことが法律で規定されて

います。

にせ税理士にくれぐれもご注意ください。

消費税が変わります
消費税法の一部が改正され、平成16年４月１日か

ら適用されます。

・事業者免税点が
1,000万円（現行3,000万円）に引き下げられます
平成15年分の課税売上金額（消費税額及び地方消

費税額を除く）が1,000万円を超えた場合、課税事
業者となります。
申告は16年分（17年に申告）からとなりますが

「消費税課税事業届出書」を速やかに税務署へ提出す
る必要があります。

・簡易課税制度の適用上限が
5,000万円（現行２億円）に引き下げられます
適用を受けるためには「消費税簡易課税制度選択届

出書」を税務署に提出する必要があります。

・総額表示が義務付けられます
課税事業者は値札やチラシ、カタログに価格を表示

する場合には、商品価格1,000円、消費税額50円の
商品の場合、消費税額を含めた 「1,050円」と表示
することが必要となります。

公的年金等の
確定申告説明会のご案内

年金を受給されている方を対象に確定申告の説明会を

下記のとおり開催しますので、ぜひ出席して下さい。

【日 時】･･･２月５日（木）　9:30～15:30
※但し受付は午前は9:30～11:00、午後は13:30～15:30

となりますのでご注意下さい。

【場 所】･･･寿町　商工観光会館

※今年はハガキでの案内は行いませんのでご注意下さい。

確定申告・消費税・年金説明会に関するお問い合せは ⇒ 中 村 税 務 署 ☎０８８０（３５）２１３５

消費税及び地方消費税は、預かり金的性格を有する税です。必ず期限内に納付しましょう。
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税務コーナー

市では、納期の到来していない市税を１期の納期内に
全期前納した場合、前納報奨金を交付しています。
平成16年度から下記のとおり、２期の税額（最高50万

円）の0.5％に納期前の月数を乗じた額となりますので
ご了承下さい。

前納報奨金の交付率が

税務課収納係☎(82)1111内線259
税務課市民税係☎(82)1111内線258

変更になります

16年度から変更 15年度まで

交付率 ２期の税額(最高50万円)×
0.5％×納期前の月数

２期の税額×１％
×納期前の月数

限度額 ２期の税額が50万円を超え
る場合は50万円が限度額 なし

(交付例)①
２期の税額が10,000円の場合

10,000円×0.5％×13ヶ月＝650円(前納報奨金額)
(交付例)②
２期の税額が600,000円の場合

500,000円×0.5％×13ヶ月＝32,500円(前納報奨金額)

市税・介護保険料の
納期内納入にご協力下さい

納入義務者の95％以上の皆様が納期内納入（遅くと
も年度内納入）にご協力下さっています。引き続き納
期内納入にご協力下さい。

市では差押を実施しています
収入がありながら、年度内納入又は分割納入にあく

までも応じていただけない場合は、納期内納入してい
る95％以上の納税者との公平性を維持するため、差押
を実施しています。

～納税・納付相談に

病気や離職など諸事情により、納
税・納付が困難となった場合は、税
務課までご相談下さい。

2月の納税・納付
国民健康保険税(第8期分)
介 護 保 険 料(第8期分)

納期限：3月1日（月）
納期内納入にご協力ください。

納期限までに完納しない場合は、納期日までの日
数に応じた延滞金を加算して、納付しなければなり
ません。

平成16年度

市県民税・国保税・介護保険料
～面接相談のお知らせ～

申
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
告で納得できる納税を！

～
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
申告は３月１５日（月）までに～

平成16年度の市県民税・国保税・介護保険料の面接相
談を下記の日程により行います。この面接相談は皆様
に納得していただける所得額決定と、それにもとづく市
税などの納税をスムーズに行うために実施していますの
で、ぜひご利用下さい。なお、当日は印鑑と領収書等の
関係書類をご持参下さい。

※所得が無かった場合でもその旨の申告をお願いしま
す。もし無申告ですと市の各種サービスがスムーズに
受けられなかったり、国保加入の場合、低所得者に対
する国保税の軽減が受けられないといった不利益が生
じることにもなりかねません。

また、当日都合の悪い場合は市役所税務課窓口で随時
面接相談を行っていますので、３月15日(月)までに必ず
申告をお願いします。

※お問い合わせは、上記税務課市民税係まで。

月 日 対 象 地 区 面 接 場 所 時 間

２
月

16日(月)

大津 婦 人 会 館 午前10:00～正午
貝ノ川郷,横峯,歯朶ノ浦,藤
ノ川,鳥渕,鉾ノ平 貝ノ川郷集会所 午後1:00～3:00

貝ノ川浦 区 長 場 午後3:30～4:00

17日(火)
宗呂上,坂井,珠々玉,有永,
木ノ川 宗呂上区長場 午前10:00～正午

宗呂下 区 長 場 午後1:00～3:00

18日(水)
爪白 区 長 場 午前10:00～正午
平ノ段 区 長 場 午後1:00～3:00

19日(木)
上野 区 長 場 午前10:00～正午
斧積 区 長 場 午後1:00～3:00

20日(金)
下益野 区 長 場 午前10:00～正午
加久見,加久見新町,加久見
入沢町,横道 加久見公会堂 午後1:00～3:00

23日(月) 下川口郷・浦,片粕,木ノ辻,松山 下 川 口 支 所 午後1:00～4:30

24日(火) 三崎浦,下ノ段,竜串,浜益野 三 崎 支 所 午後1:00～4:30

25日(水)
立石 集 会 所 午前10:30～11:30
久百々 公 会 堂 午前10:30～11:30
東谷，布郷，布浦 布漁民センター 午後1:00～3:00

26日(木)

市野々，大八 市野々集会所 午前10:30～11:30
市野瀬 市野瀬集会所 午前10:30～11:30
下浦,船場,小方,長野,大川
内,鍵掛 下ノ加江支所 午後1:00～4:30

27日(金)
大岐 大岐福祉センター 午前10:00～正午
以布利 漁民センター 午後1:00～3:00

３
月

１日(月)
市街地,市内全域 市 役 所

(第１会議室) 午前9:00～午後4:30２日(火)
３日(水)
４日(木) 窪津 区 長 場 午前10:00～午後3:00

５日(金)
津呂 区 長 場 午前10:00～正午
足摺岬 区 長 場 午後1:00～3:00

８日(月)
大浜 区 長 場 午前10:00～正午
松尾 区 長 場 午後1:00～3:00

９日(火) 中浜 中 浜 会 館 午前10:00～午後3:00

おいで下さい～
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お知らせ

印鑑登録は、本人の財産等を
保証するための大事な実印を登
録することになります。そのた
めには、登録時の本人確認や、
登録する印鑑の規定及び登録資
格等必要な事項は土佐清水市印
鑑条例で定められています。

＜登録時の注意点＞
○登録の資格
☆本市に住民登録をしている方及び外国人登録原票に
登録されている方

☆１人１個に限ります。
☆15歳に満たない方及び成年被後見人は、印鑑の登録
を受けることができません。

☆本人が登録する意思表示ができない場合は、登録で
きません。

○登録の申請
☆登録を受ける場合は、登録する本人が実印とする印
鑑を持参して申請しなければなりません。本人確認
のため、次のいずれかが必要となります。
・運転免許証または官公署の発行した写真付の身分
証明書等
・運転免許証等がない場合は、登録をする方が本人
であることを認める保証人が必要となります。そ
の保証人は本市で印鑑登録をしている方に限り、
登録時にはその方の実印が必要となります。

☆登録をする本人が、病気その他やむを得ない事情が
ある場合は代理人により登録申請ができます。申請
時には、登録する方の印鑑と本市に印鑑登録をして
いる代理人の実印が必要となります。代理登録の場
合は、本人確認のため郵送で事実確認の照会書を本
人に送付しますので、その回答書と代理人の実印及
び登録する者の印鑑を代理人が指定した期日までに
持参していただいたとき印鑑登録することになりま
す。

○実印として登録できない印鑑
☆ゴム印その他変形しやすい印鑑
☆流し込み、機械ぼり等多量に製造されている印鑑
☆枠のない印鑑及びき損している印鑑
☆印鑑の大きさが、縦横８ミリメートル以下、縦横
25ミリメートル以上の印鑑

上記の通り、決められた事項がありますので登録の際に
はご注意ください。
※印鑑証明書の交付申請をするときは、印鑑登録証の提
示がないと交付できませんので紛失しないよう、大切
に保管してください。

印鑑（実印）登録について
市役所市民課住民係☎(82)1111内線254･303

国民年金保険料は、その年に納めた分が全額社会保険料控除と
して認められており、所得税や住民税の課税対象の所得から控除
されます。国民年金保険料の領収書は、確定申告書を提出する際
に添付や掲示を求められる場合がありますので、大切に保管して
おきましょう。
もし、領収書を紛失され、保険料納付の確認が必要となる場合
は、各社会保険事務所及び社会保険事務局幡多事務所へ「国民年
金保険料納付済確認申請書」発行申請を行ってください。
なお、国民年金の保険料額は、１ヶ月１３，３００円です。１
年分は１５９，６００円です。１年分を前納されている場合は、
１５６，７７０円です。
◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるよう
にしましょう。
◎国民年金保険料の納付は、便利で確実な「口座振替」をご利用
ください。

～年金コーナー～

高知地方気象台では、平成16年３月１日から防災関係機関及
び地域住民の方々の防災活動がより効率的に行えるよう、県内の
災害特性、地理的特性及び行政区画を考慮し、注意報／警報の発
表区域を下記のとおり、これまでの東部、 中部、西部３区域の
細分を廃止し、新たに室戸、安芸、高知中央、高吾北・嶺北、高
幡、幡多の６区域に細分します。
なお、天気予報の発表区域については、現行と変更はありませ
ん。

発表区域を細分します
高知地方気象台防災業務課☎088(822)8882

市役所市民課年金係☎(82)1111内線255

国民年金保険料は
全額所得から控除されます

高知県の注意報・警報

～高知県を６区域に細分～

細分区域名 市 町 村
室 戸 室戸市、安芸郡(東洋町)

安 芸 安芸市、安芸郡(奈半利町、田野町、安田
町、北川村、馬路村、芸西村)

高 知 中 央

高知市、南国市、土佐市、須崎市、香美郡
(赤岡町、香我美町、土佐山田町、野市町、
夜須町、香北町、吉川村、物部村)、土佐郡
(鏡村、土佐山村)、吾川郡(伊野町、春野
町、吾北村)、高岡郡(葉山村、日高村)

高吾北・嶺北
長岡郡(本山町、大豊町)、土佐郡(土佐町、
大川村、本川村)、吾川郡(池川町、吾川
村)、高岡郡(佐川町、越知町、仁淀村)

高 幡 高岡郡(中土佐町、窪川町、梼原町、大野見
村、東津野村)、幡多郡(大正町、十和村)

幡 多 土佐清水市、中村市、宿毛市、幡多郡(佐賀
町、大方町、大月町、西土佐村、三原村)

旧

西部

中部 東部

新
高吾北・嶺北

高幡

幡多

高知中央

安芸

室戸
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健康福祉コーナー

２月の園庭開放日です。

土佐清水市地域子育て支援センター☎(83)0033

ほいくえんであそぼう! !

健康福祉課保健指導係☎(82)1111内線232

育 児 相 談

２月の日程は、下記の通りです。

精 神 科 医 師 に よ る

心 の 健 康 相 談
幡多保健所障害保健課☎0880(34)5124

・・・ひとりで悩んでいませんか？
人との付き合いがうまくいかな

い。いろんなことを考えてしまっ
てよく眠れない。なにをするのも
いやになり、家にとじこもってい
る日々が続いている・・・など、

こころにゆとりがなくなって悩んだりしていませんか？
そんな時、お気軽にご相談ください。

相談医：精神科嘱託医

～障害者の自立と社会参加の促進をめざして～
健康福祉課社会長寿係☎(82)1118

平成15年４月から、行政が福
祉サービスを決定し提供する措
置制度から、障害者自身が事業
者を選択し契約によって福祉
サービスを利用できる支援費制
度に変わりました。

障害のある人が地域において生活し、活動できる社会
の実現のためには、障害者福祉施策のより一層の促進
と、すべての人々が障害及び障害者問題についての認識
を深め、積極的に行動することが大切です。障害者の自
立・社会参加を進め、障害のある人もない人も高齢者も
年少者も、みんなが人として尊重され、ともに暮らすや
さしいまち。そんな土佐清水市を目指し、『福祉ふれあ
いの集い』を開催します。
竹村利道さんの講演や、清水保育園児と保護者の踊り

など市民による芸能大会など盛りだくさんの内容で、多
くの皆様のご参加をお待ちしています。
日 時　２月７日(土）午後１：２０～４：００

｢おやこ広場ほほえみ」毎週月曜日午前９：３０～１１：３０

日　程 時 間 場 所 締切日
２月17日
(火) 午後1:30～3:00 幡 多 保 健 所

(中村市山手通19)
２月16日
(月)

２月24日
(火) 午後2:00～4:00 旧土佐清水保健所(市内西町4-5)

２月23日
(月)

お申し込み・お問い合わせは、幡多保健所まで｡

園 名 実 施 日 内 容
以 布 利 保 育 園
☎(82)8626

２月４日(水)
9:30～11:30

いっしょにあそぼう

貝 ノ 川 保 育 園
☎(87)0146

２月４日(水)
9:30～11:30

下 川 口 保 育 園
☎(86)0106

２月９日(月)
9:30～11:30

窪 津 保 育 園
☎(82)7500

２月10日(火)
9:30～11:30

中 浜 保 育 園
☎(82)9017

２月10日(火)
9:30～11:30

旭 保 育 園
☎(82)0520

２月17日(火)
9:30～11:30

益 野 保 育 園
☎(85)0596

２月17日(火)
9:30～11:30

足 摺 岬 保 育 園
☎(88)0144

２月18日(水)
9:30～11:30

三 崎 保 育 園
☎(85)0153

２月20日(金)
9:30～11:30

下 ノ 加 江 保 育 園
☎(84)0868

２月23日(月)
9:30～11:30

子育て支援センター
(清水保育園)
☎(83)0033

２月５日(木)
9:30～11:30 まめまきごっこ

２月６日(金)
9:30～11:30 ほっとタイム

２月12日(木)
9:30～11:30 親子でリズムあそび

２月19日(木)
9:30～11:30

おたんじょう日
おめでとう

２月24日(火)
9:30～11:30

ぴよぴよクラブ
(０歳児・妊婦対象)

２月26日(木)
9:30～11:30 おひなさまつくり

福祉ふれあいの集い開催

場 所　土佐清水市市民文化会館
主 催　土佐清水市
内 容
・講 演 会「障害のある人から教わった大切なこと

～障害ってなんだろう～」
講 師：竹村　利道さん

(高知市福祉協議会ソーシャルワーカー)
・芸能大会　唄、踊り、手品、詩吟など

☆お問い合わせ☆
健康福祉課社会長寿係☎（８２）１１１８

レター
土佐清水市在宅介護支援センター

☎(82)8568

本年度第３回目の『痴呆予防講演会』を下記の通り開
催します。
日 時：２月21日(土）午後１時30分～
場 所：松尾区長場
講 師：高知大学医学部　上村直人　先生

※専門の先生をお迎えしての「物忘れ相談室」も行って
いますのでぜひご利用下さい。

実 施 日 場 所 受 付 時 間

２月９日(月) 下 川 口 保 育 園 午前10:00～午前11:00

２月13日(金) 地域子育て支援センター（清水保育園）
午前10:00～午前11:00
午後 1:30～午後 3:00

２月20日(金) 三 崎 保 育 園 午前10:00～午前11:00

２月23日(月) 下 ノ 加 江 保 育 園 午前10:00～午前11:00



⑱

◆
俳

句
◆

愛
ら
し
き
呼
び
出
し
声
の
医
務
始

三

崎　

上
田
み
つ
え

人
生
は
廻
り
道
し
て
遅
れ
花

上

野　

野
村　

綾
子

天
高
く
干カ

柿キ

に
ぎ
わ
い
て
野ヤ

山マ

に
映
え

竜

串　

野
村　

竹
美

老
松
の
梢
に
昇
る
初
日
か
な

三

崎　

小
南　

綾
子

文 芸

雨
け
ぶ
る
廃
家
の
庭
や
石
蕗
の
花

布

　

宮
崎　

敏
子

山
茶
花
に
畑
の
中
も
華
や
ぎ
ぬ

布

　

岡
部　

啓
子

凩
こ
が
ら
しや
物
干
竿
を
結
び
け
り

布

　

西
山　

誠
子

秋
あ
か
ね
ひ
ざ
よ
り
翔
ち
て
又
戻
る

布

　

桧
垣
由
喜
恵

舟
唄
と
太
鼓
で
神
を
迎
え
け
り

布

　

中
内　

信
雄

松
か
ざ
し
迎
え
し
客
の
共
し
ら
が

窪

津　

丸

坊

主

朝
日
射い

る
富
士
の
白
雪
見み

惚ほ

れ
し
や

竜

串　

浜
平
由
美
子

初
日
の
出
輝
く
光
我
も
受
く

浦

尻　

上
原　

宣
子

或
り
し
日
の
記
憶
新
た
に
梅
咲
き
ぬ

下
ノ
加
江　

宮
崎
宇
佐
美

◆
短

歌
◆

朝
日
の
出
今
日
一
日
も
幸
あ
れ
と
両
手

合
せ
て
た
だ
祈
る
の
み

横

峯　

芝　
　

守
恵

こ
う
煌
と
残
月
照
り
て
高
き
天そ
ら

星
も
輝

や
く
空
景
お
だ
し布

　

橘　
　

光
子

ふ
る
さ
と
に
同
じ
思
い
出
も
つ
姉
の
在

り
て
う
れ
し
き
長
電
話
か
な

加
久
見　

池
田
儀
代
子

流
れ
ゆ
く
人
の
世
の
道
忍
ば
れ
る
朝
は

朝
露
夜よ
る

は
夜よ

星
も

松

尾　

久
能　

澄
江

初
雪
の
積
も
り
て
白
き
我
が
庭
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
も
綿
帽
子
着
て

三

崎　

依
岡　

里
美

千
両
に
万
両
添
へ
て
床
に
活い
け

幸
多
か
れ

と
祈
る
元
旦

三

崎　

平
林　

治
子

◆
川

柳
◆

あ
こ
が
れ
の
車
免
許
も
シ
ル
バ
ー
カ
ー

に　
　
　
　

松

崎　

田
中
美
智
子

お楽しみに!!
土佐清水市制50周年記念

ＮＨＫのど自慢
土佐清水大会

放 送　２月１５日（日）
午後０：１５～１：００
総合／衛星第２／ラジオ第１／国際

※収録の様子は、広報３月号に掲載します。

新着図書のお知らせ
市民図書館☎(82)4151

一般図書
常識力＠検定.com２ 日本常識力検定協会
子供がよろこぶ!!
読み聞かせ絵本１０１冊ガイド 西本　鶏介

さらば外務省！ 天木　直人
年金大崩壊 岩瀬　達哉
天変地異のメカニズム 大宮　信光
血糖値を下げる知恵とコツ 主婦の友社
きものコーディネイト 石田　節子
ふんわり手作りシフォンケーキ 田辺　由布子
草もの・木ものすてきなミニ盆栽 伊達　けい
モランディとその時代 岡田　温司
スキー＆スノーボード
全国ゲレンデガイド2004 山と渓谷社

50イングリッシュ サム・パク
山頭火と四国遍路 横山　良一
千年の黙 森谷　明子
草笛の音次郎 山本　一力
炎と氷 新堂　冬樹
誰か 宮部　みゆき
藍色のベンチャー上下 幸田　真音
曾呂利新佐衛門－秀吉の知恵袋－ 童門　冬二
影踏み 横山　秀夫
「新しい人」の方へ 大江　健三郎

児童図書
ぐりとぐらとすみれちゃん なかがわ　りえこ
野菜とくだもののアルファベット図鑑 イス・エイラト
ぼくのきもちわかってよ ひろ　いちか
こわいドン 武田　美穂
おならのしゃもじ 田島　征三
カプチーノ タンギー・グレバン
アーサー王の剣 エロール・ル・カイン
あかいきりん 長崎　夏海
晴れた日は図書館へいこう 緑川　聖司
ケイコを海へ帰したい 辺見　栄
子供部屋のアリス ルイス・キャロル
二つの旅の終わりに エイダン・チェンバーズ

市民図書館のすべての蔵書は、インターネットホームページか
らも検索できます。
アドレス　http://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/
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文化会館
ご 案 内

市民文化会館
☎82‒3300

お 知 ら せ カ レ ン ダ ー
２月（如 月－きさらぎ）

３月（睦 月－むつき）

※ 当直医に変更がある場合があります。電話等で確かめてからいきましょう｡
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ジャー・パンファンさん

日 曜日 行 事 図 書 館
1 日 14:00 映 画
2 月 休 館 日
3 火 節分
4 水 立春
5 木
6 金
7 土 北方領土の日 14:00 紙 芝 居

8 日
9:00 あしずり駅伝大会

14:00 読み聞かせ会
9:00 じんべえ市・海遊館以布利センター一般公開

9 月 休 館 日

10 火
10:00 行政相談(市役所市民室)
11:30 犬猫保護(市役所環境対策課)

11 水 建国記念日 お話キャラバン隊
12 木 10:00 無料人権相談(市役所市民室)
13 金
14 土 バレンタインデー 14:00 紙 芝 居
15 日 14:00 映 画
16 月 全国狩猟禁止 休 館 日
17 火
18 水
19 木 雨水
20 金
21 土 14:00 紙 芝 居
22 日 半島一周駅伝大会 14:00 読み聞かせ会
23 月 皇太子誕生日 休 館 日

24 火
10:00 年金相談(市役所市民課)

休館(特別図書整理期間)

11:30 犬猫保護(市役所環境対策課)
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日

日 曜日 行 事 図 書 館
1 月 全国緑化運動・春季全国火災予防運動 休館日
2 火
3 水 ひな祭・耳の日
4 木
5 金
6 土 14:00 紙 芝 居
7 日 消防記念日 14:00 映 画

休

日

当

直

医

日 当番医 住所 電話

２／１(日) 松 谷 内 科 栄 町 (８２)１３７７

２／８(日) 足 摺 病 院 旭 町 (８２)１２７５

２／11(水) 渭 南 病 院 越前町 (８２)１１５１

２／15(日) 松 谷 病 院 天神町 (８２)０００１

２／22(日) 足 摺 病 院 旭 町 (８２)１２７５

２／29(日) 松 谷 内 科 栄 町 (８２)１３７７

３／７(日) 渭 南 病 院 越前町 (８２)１１５１

日 曜 営 業 ガ ソ リ ン ス タ ン ド

２月１日
（日）

岡 林 石 油(天神町)・窪 津 漁 協(窪 津)
橋 詰 石 油(下ノ加江)・三 浦 石 油(三 崎)

２月８日
（日）

共 和 石 油(加久見)・仙 石 石 油(下ノ加江)
ＪＡはた三崎(三 崎)

２月15日
（日）

福 山 石 油(足摺岬)・カネニ石油(以布利)
日 新 石 油(三 崎)

２月22日
（日）

溝 渕 石 油(旭 町)・岡 本 石 油(下ノ加江)
ＪＡはた三崎(三 崎)

２月29日
（日）

安 田 石 油(下ノ加江)・たけだ石油(元 町)
永 野 石 油(足摺岬)・二 神 石 油(下川口)

３月７日
(日)

久 松 石 油(越前町)・江 口 石 油(大 岐)
三 浦 石 油(三 崎)

市民の動き 総数 男 女 出生 死亡 世帯数
18,594 8,724 9,870 6 19 8,292

平成15年12月31日現在 (-3) (-1) (-2) (±0) (-3) (+1)



ご成人
おめでとうございます

１月３日
土 佐 清 水 市 成 人 式


